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環境倫理学の翻訳や紹介は、応用倫理学の他のジャンル
と同様、英語圏のものが圧倒的に多い。確かにこれらの英
語圏の議論は多種多様な蓄積があって無視することはでき
ないが、やはり議論のスタイルや思考法において、ある一
定の傾向があるようにも思える。環境政策の面で世界をリ
ードしているドイツでは、一体どのような環境倫理学の議
論がなされているのか、常々知りたいと思っていた。こう
した事情であるから、本書の出現は、環境倫理学や環境思
想に関心を寄せる者にとって、待望されていたと言ってよ
いだろう（ちなみに本会会員の木村博氏らがジープやアー
ピッヒらの現代ドイツの環境倫理学を紹介していて、これ
も貴重である。『環境倫理の新展開』ナカニシヤ出版、一一○
○七年。）
本書は、グライフスヴアルト大学で行なわれた一連の講
義に基づく論文集である。この一連の講義は「環境倫理の
スペクトル」というテーマで行なわれ、これが本書の原題
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となっている。執筆者は、印代仙代の中堅の研究者たち
で、おそらくほとんどが日本では初めて紹介されるのでは
なかろうか。
扱われる内容は、環境倫理学の概観から始まり、目的論・
自然哲学の検討、種の保護、デイープ・エコロジー、環境
倫理学と生物学・発達心理学、サステイナピリテイと多岐
にわたり、またそれぞれがゆるやかに連関し合い、まさに
「環境倫理のスペストル」に相応しい。
各章を構成する一つ一つの論文は、それなりにボリュー
ムがあり、とても深みのある論考となっている。硬質でド
イツの伝統を感じさせる本である。けれども、決して抽象
的で思弁的であるというわけではなく、様々な経験科学の
知見が踏まえられ、現実の環境問題に対する切実さに基づ
いて議論が展開されている。加えて学際的な視点がふんだ
んに盛り込まれている。また各論文の終りには参考文献リ
ストが豊富に挙げられていて、これによってドイツの環境
倫理学の議論をさらに学ぶことができるだろう。
もちろん一人で読み進めるのもいいが、読書会を開いて、
多くの人とさらに議論を進めてみたくなる、そのような性
格の本である。
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